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令
和
４
年
10
月
28
日
（
金
）、
佐
野
市
文
化

会
館
に
て
市
民
協
働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
講
演

会
を
、
町
会
長
連
合
会
と
佐
野
市
、
一
般
財
団

法
人
自
治
研
修
協
会
と
の
共
催
で
実
施
し
ま
し

た
。

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
と
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
平
成
30
年
度
の
開
催
を
最
後
に
、
長
ら

く
講
演
会
が
開
催
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
度
実
に
４
年
ぶ
り
に
、
開
催
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
会
長
や
町
会
役
員
を
は
じ
め
約

２
０
０
人
が
来
場
し
、
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
演
会
で
は
茨
城
県
生
涯
学
習
社
会

教
育
研
究
会
会
長
の
長
谷
川
幸
介
先
生
に
講
師

を
務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
の
ト
ー
ク

は
ご
自
身
の
経
験
な
ど
を
交
え
て
非
常
に
ユ
ー

モ
ア
に
富
ん
で
お
り
、
会
場
内
は
大
い
に
湧
き
、

と
て
も
充
実
し
た
２
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
は
、
人
間
は
長
い
時
間
の
中
で

「
１
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
」
こ
と
に
気
付
き
、

自
分
た
ち
が
幸
せ
に
な
る
た
め
、
多
様
な
「
つ

な
が
り
」
を
作
っ
て
き
た
歴
史
が
あ
り
、
町
会

も
そ
の
「
つ
な
が
り
」
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
み
ん
な
が
幸

せ
に
な
る
た
め
に
生
み
出
さ
れ
た
町
会
は
、
個

人
の
メ
リ
ッ
ト
や
デ
メ
リ
ッ
ト
の
み
で
考
え
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
と
い
う
先
生
の
お
言
葉
も
、

町
会
の
将
来
を
考
え
て
い
く
上
で
、
非
常
に
勇

気
付
け
ら
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
町
会
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
Ａ
Ｉ

時
代
、
人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来
や
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ

コ
ロ
ナ
な
ど
、
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
変
化
し

続
け
て
お
り
、
そ
の
変
化
に
対
応
し
、
次
の
世

代
に
町
会
と
い
う
幸
せ
装
置
を
受
け
継
い
で

い
く
こ
と
の
必
要
性
も
訴
え
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
先
進
事
例
に
も
触
れ
ら
れ
て
お
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
を
頻
繁
に
行
っ
て
い
る
町
会

や
、
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
い
方
講
座
を
お
願
い
し
て
い
る
町
会
な

ど
の
紹
介
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
教
え
を
い
た
だ
き
、

参
加
者
か
ら
は
「
町
会
活
動
を
す
る
上
で
大
変

参
考
に
な
っ
た
」「
先
生
の
講
演
を
も
う
一
度

聞
き
た
い
」
な
ど
多
く
の
高
評
価
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

町
会
長
連
合
会
で
は
、
今
後
と
も
町
会
運
営

の
参
考
に
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
同
様
の
講
演

会
を
開
催
し
て
い
く
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

講
演
会
に
参
加
し
て

連
合
会
副
会
長（
会
沢
第
二
町
会
長
）

　
　
　
　
大
出
　
治
夫

　

長
谷
川
幸
介
先
生
の
ご
講
演
は
大
変
面
白

く
、
親
し
み
や
す
い
雰
囲
気
で
終
始
し
ま
し
た
。

身
近
な
内
容
で
、
ど
れ
も
う
な
ず
け
る
も
の
ば

か
り
で
し
た
が
、
今
ま
で
意
識
し
て
い
な
か
っ

た
視
点
に
気
付
か
さ
れ
た
気
が
し
ま
す
。
特
に
、

「
自
分
」
だ
け
「
今
」
だ
け
「
お
金
」
だ
け
の
「
三

だ
け
」
の
お
話
な
ど
興
味
の
尽
き
な
い
も
の
で

し
た
。
今
後
の
町
会
活
動
に
い
か
せ
る
よ
う
な

内
容
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
大
変
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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町会は住民の皆さんと共に災害時の対応、
隣近所との絆づくり、いざという時の相
互扶助など地域のために
様々な活動を行っていま
す。町会活動に対してご
理解をいただき、積極的
に参加してください。

●安全 ･ 安心な暮らしを守る活動
　自主防犯パトロール、自主防災組織、防犯灯の維持管理、
交通安全活動など
●親睦活動
　お祭りの開催や、子ども会、シニアクラブへの協力など
●地域環境美化活動
　清掃活動、ごみ集積所の維持管理など
●地域情報活動
　回覧板や広報紙の配布による地域の情報伝達など
●地域福祉活動
　子どもや高齢者の見守り活動など

町会に加入しましょう！

植
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
実
行
委
員
会
委
員
長

（
若
宮
上
町
町
会
　
町
会
長
）　
塚
田
芳
夫

　

令
和
４
年
11

月
26
日
（
土
）、

午
後
１
時
か
ら

午
後
６
時
30
分

ま
で
、
秋
晴
れ

の
澄
み
切
っ
た

空
の
下
、
植
野

地
区
公
民
館
に

お
い
て
、
植
野

地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
祭
り
が
同

実
行
委
員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
は
、

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
被
害
を

受
け
た
こ
と
や
、
そ
の
後
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に

よ
り
中
止
と
な
っ
て
い
た
た
め
、

今
回
は
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

催
し
物
と
し
て
は
、
ま
ず
、
空

く
じ
な
し
の
福
引
大
会
を
行
い
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
は
多
く
の
事
業

所
か
ら
の
協
賛
を
受
け
、
多
く
の

子
ど
も
と
大
人
た
ち
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
き
大
盛
況

と
な
り
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
黒
か
ら
揚
げ

や
焼
き
そ
ば
、
ベ
ビ
ー
カ
ス

テ
ラ
な
ど
７
台
の
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
が
公
民
館
の
敷
地
内
に

集
結
し
、
さ
ら
に
は
「
さ

赤
坂
町
町
会
　
町
会
長
　
齋
藤
武
男

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
に

よ
る
秋
山
川
決
壊
被
災
、
引

き
続
い
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
等
で
の
各
種
事
業
の
中
止
状
況

が
続
き
ま
し
た
が
、
本
年
収
束
の
見
通
し
が
見
え

は
じ
め
11
月
12
日
・
13
日
の
２
日
間
、
皆
さ
ま
の

ご
尽
力
に
よ
り
隔
年
で
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
赤

坂
町
文
化
祭
が
開
催
の
運
び
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
民
館
内
展
示
は
79
名
（
小
人
29
名
含
む
）
１

０
７
点
の
絵
画
・
書
道
・

写
真
・
彫
刻
・
切
り
絵
・

手
芸
・
夏
休
み
工
作
物
等

数
多
く
出
展
が
得
ら
れ
、

屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
大
正

琴
・
オ
カ
リ
ナ
演
奏
が
日

頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

い
た
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
役

員
皆
さ
ま
の
計
ら
い
で
、
マ
ス
ク
着
用
・
検
温
器
・

消
毒
液
・
空
気
清
浄
機
等
の
設
置
・
入
場
制
限
な

ど
を
徹
底
し
ま
し
て
、
当
日
は
２
０
０
名
を
超
え

る
、
幅
広
い
世
代
の
方
が

来
場
し
、
楽
し
く
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　

我
々
役
員
一
同
無
事
に

文
化
祭
を
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
、
連
帯
感
を
確
認

す
る
貴
重
な
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

の
ま
る
」
と

の
記
念
撮
影
、

輪
投
げ
や
バ

ル
ー
ン
ア
ー

ト
も
行
い
ま

し
て
、
ど
れ

も
非
常
に
人

気
で
、
行
列

が
で
き
る
ほ

ど
で
し
た
。

　

当
日
は
家

族
連
れ
の
方
な
ど
約
１
０
０
０
人

が
来
場
し
、
楽
し
い
お
祭
り
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
撲
滅
を
祈
願
す
る
花

火
大
会
が
行
わ
れ
、
打
ち
上
げ
地

点
の
植
下
町
の
農
地
周
辺
に
は
多

く
の
方
が
集
ま
り
ま
し
た
。
午
後

６
時
か
ら
約
30
分
間
、
３
０
０
発

の
花
火
が
夜
空
を
飾
り
、
こ
の
花

火
に
は
植
野
地
区
住
民
の
コ
ロ
ナ

撲
滅
に
か
け
る
願
い
が
込
め
ら
れ

ま
し
た
。

植野地区

赤坂町町会

花
火
と
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
に
ぎ
わ
う

花
火
と
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
で
に
ぎ
わ
う

　
植
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
４
年
ぶ
り
に
開
催
！

　
植
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
祭
り
４
年
ぶ
り
に
開
催
！

５
年
ぶ
り
「
赤
坂
町
文
化
祭
」
開
催

５
年
ぶ
り
「
赤
坂
町
文
化
祭
」
開
催

５
年
ぶ
り
「
赤
坂
町
文
化
祭
」
開
催
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開
催
し
た
経
緯

　

近
年
、
大
雨
や

台
風
な
ど
に
よ

り
全
国
各
地
で

災
害
が
多
発
し
、
多
く
の
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い

て
も
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
は

多
く
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
多
田

町
で
は
河
川
増
水
に
よ
り
安
蘇
川

橋
が
崩
落
す
る
な
ど
の
被
害
が
あ

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
よ
り
、
防

災
意
識
の
向
上
及
び
災
害
発
生
時

の
被
害
軽
減
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
住

民
参
加

の
実
践

的
な
訓

練
を
実

施
す
る

こ
と
と

な
り
ま

し
た
。

避
難
訓
練
及
び
防
災
講
習

　

９
月
25
日
（
日
）「
下
多
田
町
会

防
災
訓
練
」
が
、
多
田
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
台
風
が
栃
木
県
に
接

近
し「
警
戒
レ
ベ
ル
３
高
齢
者
等
避

難
」
が
発
令
さ
れ
た
想
定
で
訓
練

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

情
報
伝
達
訓
練
か
ら
始
ま
り
、

避
難
所
に
住
民
が
避
難
す
る
な
ど
、

関
係
機
関
等
合
わ
せ
て
約
１
０
０

人
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

避
難
後
は
、
市
危
機
管

理
課
か
ら
防
災
講
話
、
避

難
所
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
説

明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

救
急
救
命
訓
練
、
避
難
所
開
設
・

運
営
訓
練
を
行
い
、
参
加
者
は
実

際
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
避
難
所
物
品
等

の
取
り
扱

い
を
体
験

し
な
が
ら
、

災
害
発
生

時
の
対
応

策
に
つ
い

て
学
ん
で

い
ま
し
た
。

﹁
防
災
で
地
域
づ
く
り
﹂は
町
会
活
動
の
要

下
多
田
町
会
町
会
長
　
尾
﨑
　
始

　

防
災
訓
練
は
５
年
目
を
迎
え
ま

し
た
。
秋
山
川
が
流
れ
る
本
町
会

で
は
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
の

洪
水
被
害
の
教
訓
か
ら
、
命
や
財

産
を
守
る
た
め
、
防
災
訓
練
は
重

要
な
町
会
活
動
で
あ
る
と
の
思
い

が
高
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ト
や
パ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
の
組
立
作
業
、
救
急
救
命
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
等
の
参
加
型
研
修
を
行
い
、

真
剣
に
取

り
組
む
参

加
者
を
見

て
、
今
後

も
「
防
災

で
地
域
づ

く
り
」
を

町
会
活
動

の
要
と
し

た
い
で
す
。

下
多
田
町
会
防
災
訓
練

　

長
年
に
わ
た
っ
て
町
会
活
動
に
貢
献
さ
れ
た

方
が
、
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
表
彰
、
栃
木
県

自
治
会
連
合
会
自
治
振
興
功
労
者
表
彰
を
そ
れ

ぞ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

◇
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
表
彰

【
永
年
在
職
町
会
長
20
年
表
彰
】

上　

岡　

良　

雄　
　

浅
沼
町

【
永
年
在
職
町
会
長
10
年
表
彰
】

黒　

田　

昭　

雄　
　

若
松
町
（
城
西
）

加　

藤　

忠　

雄　
　

植
下
町

久　

村　

純　

二　
　

犬
伏
上
町

森　

下　

義　

巳　
　

大
釜

【
永
年
在
職
町
会
長
５
年
表
彰
】

中　

野　

隆　

義　
　

高
砂
町

関　
　
　

隆　

幸　
　

万
町
（
佐
野
）

梅　

澤　

一　

雄　
　

金
井
上
町

片　

栁　

孝　

夫　
　

金
吹
町

太　

田　

春　

樹　
　

若
松
町
（
城
南
）

金　

子　

準　

二　
　

植
上
町

五
十
嵐　

勝　

三　
　

若
宮
下
町

島　

田　

和　

雄　
　

田
島
町

永　

島　

一　

夫　
　

新
吉
水
町
北

【
通
算
５
年
以
上
在
職
町
会
長
・
役
員
表
彰
】

湯　

澤　
　
　

繁　
　

大
蔵
町

相　

場　

照　

夫　
　

犬
伏
中
町

須　

藤　

由
紀
夫　
　

西
浦
町

田　

中　

幸　

一　
　

並
木
町
（
堀
之
内
）

大　

芦　

惠
久
雄　
　

石
塚
町
（
下
）

島　

田　

俊　

夫　
　

石
塚
町
（
上
）

鎌　

田　

篤　

夫　
　

出
流
原
町

田　

中　

朝　

治　
　

上
多
田

藤　

掛　

正　

男　
　

山
形

【
通
算
５
年
以
上
在
職
役
員
表
彰
】

柳　

田　

光　

三　
　

朝
日
町

川　

島　

晴　

雄　
　

天
神
町

中　

沢　

文
次
郎　
　

植
野
町
（
泉
）

亀　

山　

康　

夫　
　

植
上
町

荒　

井　

哲　

郎　
　

植
上
町

松　

本　
　
　

弘　
　

韮
川
町

関　

根　

一　

郎　
　

富
岡
町
（
北
部
）

白　

澤　

道　

男　
　

富
岡
町
（
北
部
）

葛　

西　

雅　

人　
　

堀
米
町
（
安
良
町
下
）

加　

藤　
　
　

茂　
　

堀
米
町
（
朱
雀
）

船　

田　

純　

一　
　

堀
米
町
（
朱
雀
）

田　

中　

一　

夫　
　

上
仙
波

◇
栃
木
県
自
治
会
連
合
会
自
治
振
興
功
労
者
表
彰

　

１
月
20
日
、栃
木
県
自
治
会
連
合
会
会
長
研

修
大
会（
於
:
宇
都
宮
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
）

山　

根　
　
　

實　
　

大
橋
町
（
西
部
）

厚　

木　

健　

志　
　

若
松
町
（
城
東
）

加　

藤　

忠　

雄　
　

植
下
町

竹　

川　

鉄　

彦　
　

堀
米
町
（
七
区
）

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

栃木県自治会連合会会長研修大会

下多田町会

▲段ボールベッド組立作業

▲情報伝達訓練

▲救急救命訓練

▲左から竹川町会長、厚木町会長
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編
集
後
記

発　

行　

者　
　

佐
野
市
町
会
長
連
合
会　

　
　
　
　
　
　
　
〒
３
２
７－

８
５
０
１

　
　
　
　
　
　
　

栃
木
県
佐
野
市
高
砂
町
１
番
地

　
　
　
　
　
　
　

佐
野
市
役
所　

６
階

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
２
８
３

－

20

－

３
８
１
２

発
行
責
任
者　
　

上
岡　

良
雄　

編
集
部
会
長　
　

齋
藤　

武
男

編
集
部
会
員　
　

白
澤　

義
久　

片
柳　

孝
夫

　
　
　
　
　
　
　

久
村　

純
二　

萩
原　

孝
雄

　
　
　
　
　
　
　

三
村　

和
夫　

大
出　

治
夫

　
　
　
　
　
　
　

須
藤
日
出
夫

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

塚
田　

芳
夫

▼
佐
野
市
町
会
長
連
合
会
は
市
内
全
域
１
６
７
町
会
で

　

組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
夏

に
向
け
て
減
少
傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

旅
行
支
援
対
策
事
業
も
再
開
し
行
動
制

限
が
一
部
解
除
、
日
常
生
活
が
戻
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
、

感
染
者
が
減
少
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。
医
療
機
関
、
関
係
各
位
の
ご
努

力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
各
種
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
役
員
の
皆

さ
ま
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日

頃
の
諸
活
動
の
ご
努
力
に
対
し
、
心
よ

り
敬
意
を
表
し
ま
す
。
今
後
も
更
な
る

ご
活
躍
を
ご
祈
念
い
た
し
ま
す
。

◆
各
地
域
・
町
会
の
事
業
が
、
関
係
者

の
ご
尽
力
で
行
動
制
限
下
に
も
か
か
わ

ら
ず
実
施
さ
れ
て
い
る
事
を
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。

◆
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

物
価
高
騰
な
ど
、
暗
い
話
題
が
続
く
中
、

今
回
開
催
さ
れ
た
サ
ッ
カ
ー
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
お
い
て
、
日
本
が
健
闘
し
、

楽
し
み
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
「
暮
ら
し
に
笑
顔
」
前
を
見
て
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

（
齋
藤
記
）

市民活動モデル町会の取り組み紹介
佐野市では、住民主体のより良い地域をつくるために、住民が主体となって取り組む元気な地域活動の

募集を行い、採択となった町会を「モデル町会」として、助成金の交付、活動の PR などで支援しています。
詳しくは、佐野市市民活動促進課までお問い合わせください。 問合せ：佐野市市民活動促進課　℡20－3812

堀
米
町
（
内
堀
米
）
町
会

　
　
　
町
会
長
　
田
口
　
巳
則

　

内
堀
米
町
会
は
堀
米
駅
の
す
ぐ
東
側
に
位
置

し
ま
す
。
町
内
の
周
辺
に
は
城
北
小
や
北
中
な

ど
が
あ
り
、
町
内
が
通
学
路
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
が
登
下
校
時
に
見
守
り
を
し
て
い

ま
す
。

　

町
内
に
は
、
こ
ど
も
の
国
に
隣
接
し
て
、
町
会

で
管
理
す
る
堀
米
運
動
場
が
あ
り
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
愛
好
会
の
方
が
使
っ

て
い
ま
す
。
今
回
、
よ

り
使
用
し
や
す
く
、
多

く
の
人
た
ち
が
集
ま
れ

る
場
所
と
な
る
こ
と
を

考
え
て
、
運
動
場
の
整

備
計
画
を
立
て
市
民
活

動
モ
デ
ル
町
会
支
援
事

業
に
応
募
し
ま
し
た
。

　

整
備
の
方
法
は
地
域
の
方
に
よ
る
奉
仕
活
動

が
中
心
で
す
。
草
む
し
り
、
ゴ
ミ
拾
い
、
不
要
品

廃
棄
、
除
草
剤
散
布
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
休
憩
所
や
案
内
板
等
も
修
繕
し
ま
し
た
。

　

活
用
と
し
て
は
、
町
会
や
団
体
な
ど
の
屋
外

イ
ベ
ン
ト
を
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
は
サ
ロ

ン
会
の
主
催
で
「
元
気
に
散
歩
し
よ
う
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
散
歩
の
休
憩
所
と
し

て
集
い
、
輪
投
げ
や
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
も
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
春
に
は

桃
や
桜
の
花
が
咲
き
、
花

見
も
で
き
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
活
動
を
通
し
て
地
域

の
人
た
ち
の
親
睦
が
さ
ら

に
広
が
れ
ば
幸
い
で
す
。

堀
米
運
動
場
の
整
備

山
形
町
会

　
　
　
　
町
会
長
　
遠
藤
　
和
穗

　

山
形
町
会
は
、
市
の
北
西
部
に
位
置
し
、
約
３
５
０
世

帯
、
人
口
約
９
０
０
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

彦
間
川
沿
い
に
、
３
０
０
０
㎡
程
度
の
、
山
園
（
山
形

町
と
梅
園
町
の
総
称
）
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
あ
り
、
か
つ
て
は

学
童
野
球
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
地
区
の
催
し
な
ど
に
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
は
週
３
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に

使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
会
活
動
の
目
的
の
１
つ
と
し
て
、
住
民
同
士
が
顔
見

知
り
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
あ
り
、
重
要
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
場
所
の
提
供
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
し
快

適
に
集
ま
れ
る
場
所
に
す
る
必

要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
、
周
辺
の
樹
木

の
枝
切
り
、
除
草
、
花
壇
の
整
備
、

外
壁
ネ
ッ
ト
の
張
り
替
え
、
休

憩
所
の
テ
ー
ブ
ル
、
椅
子
等
の
更
新
、
さ
ら
に
こ
こ
に
設

置
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
係
の
倉
庫
の
不
要
物
の

廃
棄
等
を
20
名
程
度
で
行
い
ま
し
た
。
来
年
度
も
継
続
し

て
行
う
予
定
で
す
。

　

こ
の
近
傍
は
、
自
然
豊
か
な
山
、
川
、
歴
史
的
に
は
戦

国
時
代
に
活
躍
し
た
天
徳
寺
宝
衍
の
菩
提
寺
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
大
河
ド
ラ
マ
﹃
鎌
倉
殿
の
13
人
﹄
で
も
話
題
に
な
っ
た

源
義
高
公
の
墓
所
と
い
わ
れ
て
い
る
遺
跡
等
も
あ
り
、
散

策
、
散
歩
を
さ
れ
る
方
々
も
多
く

み
ら
れ
ま
す
。
地
域
活
性
化
の
行

事
に
使
用
し
て
も
ら
う
こ
と
以
外
に

も
、
散
策
、
散
歩
の
途
中
に
腰
を
下

ろ
し
世
間
話
を
す
る
場
所
と
し
て
も

活
用
し
て
い
た
だ
き
、
町
会
の
活
性

化
、
町
会
会
員
同
士
の
親
睦
の
醸
成

に
つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

山形町会

山
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
環
境
整
備
事
業

　
　
　
町
会
長
　
田
口
　
巳
則

堀米町（内堀米）町会

▲輪なげ大会▲除草作業

▲外壁ネットの張り替え作業 ▲グラウンドゴルフ


